
 

 

出会い⇔運命 

 校長 櫻井 勉 

 １月から始まった入試シーズンも終盤に近づいてきま

した。面接練習などで関わった３年生が、結果について

の報告やお礼の言葉を伝えに来てくれます。祝福や激

励の言葉を贈りつつ、教員時代に学級や学年に伝えて

いたメッセージを思い出していました。 

 それは「第一志望に合格したこと ＝ ハッピーエンド 

ではない」ということ、「自分が進むことになった道(学

校)こそが自分にとってベス

トな道である」ということで

す。あくまでも私の経験上で

すが、卒業後数か月経った頃

に中学校を訪れて「高校生活

が超楽しいです！」といった

報告をしてくれるのは、第１志望以外の学校に進学した

卒業生の方が多い印象があります。ややネガティブな気

持ちを抱えて進んだ先では、新しく出会う仲間や活動か

らより新鮮な刺激を受け、前向きな気持ちに切り替わる

のかもしれません。 

 

 そのように、前向きな切り

替えができた人たちとは対

称的に、実は私は非常にネガ

ティブな気持ちのまま高校１

年生時代を過ごしていまし

た。これまで様々な入試制度

改革を重ねてきた都立高校ですが、当時は学校間の学

力格差を広げないために「学校群制度」という今では想

像もできない方法をとっていました。比較的近隣の同レ

ベルの２～3 校をひとまとめにした「第○○群」(○○は

数字)を受験し、合格者は機械的にいずれかの高校に振

り分けられていくというものです。私には家から近くて

どうしても行きたい高校があったのですが、やはり群制

度のため、もう一方は家から遠くて

ほぼ興味のない高校でした。しかし

冷静な判断能力のない 15 歳は希

望的観測のまま受験、二つ並んだ

合格発表の掲示板の一方に自分の

名前を見つけた瞬間に頭が真っ白

になり、どうやって家まで帰ったの

か記憶がありません。 

  

こうして自称「第一志望に合格したのに、日本一落ち

込んだ受験生」として、非

常にネガティブな気持ち

を抱えたまま高校生活に

突入していました。 

そんな自分を少しずつ

変えてくれたのは、様々な

「出会い」でした。ラグビーというスポーツとの出会い、

一生つながっていける仲間との出会い…。高２の秋、

元々行きたかった高校のラグビー部との対抗戦に快勝

した瞬間に「自分はこの道でよかったんだ」と、やっと心

から思えました。 

合否や進学先についてすぐには素直に受け入れられ

ないこともきっとあるでしょう。でも自分が全力で挑戦

した結果、進むことになった道には、きっとワクワクする

ような新しい「出会い」が待っていると信じて進んでい

ってください。希望通りの結

果を得られた人も、進んだ先

で「自分の力で道を切り拓い

ていく」という意志と実行が

あってこそ、新しいステージ

が輝くものになるということ

を忘れないでいてください。 

 

「もしあのとき、希望していた学校へ振り分けられて

いたらどうなっていただろう」と考えることがあります。

きっとラグビーとは出会っておらず、その結果、運命は

大きく方向を変え、今とは違う職業に就いていたと思

います。そうなると、これまでご縁のあった数百、数千

の児童・生徒、保護者、教職員、関係者との出会いや思

い出もなかったことになるので、今となっては、(これか

らの子どもたちに経験させたくはないですが)機械的な

運命のいたずらも、前向きに乗り越えられればそう悪い

ものではないのかも、と思えます。 

 

もうすぐみなさんにとっての新しい出会いの季節が

やってきます。新しいクラス、新しい仲間や先生、初めて

できる後輩たちとの出会いなど、一つ一つの出会いを

大切に迎えてください。その中には、あなたにとって人

生の宝物となるような出会いがあるかもしれません。 

令和８年度も、生徒・保護者・地域・関係者のみなさん

が、そして学園・学校がたくさんの素晴らしい出会いに

恵まれることを願っています。  

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和８年 3 月３日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第 11号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



 

 
 

   

三鷹市戦後８０年平和事業に参加した２

年生２名から全校生徒に向けて報告会が

行われました。現地へ赴き、平和関連施設

の視察や現地中学生との交流を行い、思

いを深めてきた２人から発する言葉には

平和への強いメッセージが込められてい

ました。クイズから始まり、スライドを使っ

てわかりやすく説明する姿は、五中生のも

つ素敵な「発信力」を体現しているようで

した。「まずは『知る』こと、そして自分の心

で深く『考える』こと、さらには『伝える』こ

とが私たちにできることではないか…」と

いう二人の結びの言葉は全校生徒への胸

に深く刻まれたことでしょう。 

 

 

   

劇と音楽の会（E組）（2/13） 

稲城 iプラザに１５校の生徒が集まり、

第４０回多摩特研「劇と音楽の会」が盛

大に開催されました。本校からは、合唱

コンクールでも披露した「Story」、初の

試みとなるリコーダーの合奏「ジュピタ

ー・木星」、フラッグダンス「Mela!」を披

露しました。不安と緊張からのスタート

となりましたが、美しいハーモニーや身

体いっぱいに表現した情熱的なダンス

を通して生徒たちの思いが伝わると、至

る所から自然発生的に拍手が沸き起こ

り、気が付くと、会場中を「E組カラー」 

に染め上げていました。達成感に溢れ

た素晴らしい経験となりました。 

 

   

３年生への贈り物（２/１６） 
自らの進路に向けて努力を重ねてい

る３年生に向けて、生徒会朝礼の際に

１・２年生から感謝と激励の気持ちを

込めた心からのプレゼントを贈る機会

がありました。生徒会役員が中心とな

り、１・２年生各クラスが分担し、協力し

て作成してきた「ちぎり絵」計８枚を贈

呈しました。３年生学級委員がそれら８

枚を組み合わせていき、合体させると

「鷹が大きな翼を広げて青空を羽ばた

いいている」素敵な絵が完成しまし

た。この「作品」は、生徒玄関の廊下に

掲示され、そこを通る生徒を温かく見

守ってくれています。 

 

２月の五中生：学習・学校行事など… 「逃げる」２月をしっかりと追いかけました！ 

＜３月の予定＞ 
2（月） いじめアンケート実施 

 都立高校一次検査発表  

 3年生：③～⑥カット 給食なし  

３（火） ３年生：いのちの授業（⑤⑥） 

学園運営委員会 

 4（水） ２年生：全国学力調査事前検証 

 職員会議 

 ５（木） １・２年生：卒業式練習（⑥） 避難訓練 

 ６（金） E組：三送会・保護者会 

 ８（日） 鷹南祭 

 ９（月） 生徒会朝礼 安全指導 保護者会（１年生） 

 ４時間授業（③④カット） 

 ３年生：学年時間割始 

１０（火） ４時間授業（①②カット） 学年会 

３年生：薬物乱用防止教室（④） 

１１（水） １・２年生：卒業式練習（⑤） 

 ３年生：茶道体験 

１２（木） ４時間授業（⑤⑥カット） 

保護者会（２年生） 

３年生：スポーツ大会・外環道見学会 

１６（月） ３年生：午前授業開始 

１７（火） 卒業式予行・職員打合せ 

18（水） 卒業式準備（⑤カット） ３年生：給食終 

19（木） 第６６回卒業式 

２３（月）  ２年生：スポーツ大会（①～③） 大掃除（⑤） 

 学年会 

２4（火） １年生：スポーツ大会（①～③）  

 卒業生の話を聞く会（④） 離任式（⑤） 

 １・２年生：給食終 

25（水） 修了式  

２６（木） 春季休業日始 

 All Eat キャンペーン（2/16～20） 
給食残食率に課題があることを受け、その改善に向け
て保健委員会が中心となってキャンペーンを行いまし
た。生徒会朝礼の時間を利用し、配膳・準備の時間を短
縮して食べる時間を確保するための具体的な取組例を
紹介し、意識を高めてくれました。各クラスでの実践が
習慣化されていくことを期待しています。 

 

 
春季考査（2/2４・2５） 

１年間の締めくくりとなる大切なテストに、真剣に向き
合い、努力している姿に一人ひとりの成長を感じとるこ
とができます。特に３年生にとっては、中学校生活最後
の定期考査となりました。２１日に行われた都立高校一
次検査を受検した多数の生徒にとっては、大変なことだ
ったと思いますが、それでも一生懸命に問題に向き合
い、丁寧に解答をしていました。 

 

 英語スピーキングテスト（１・２年生）（2/2６） 

１年生、２年生を対象に本校英語室を会場に実施しまし
た。British Council から運営・監督など職員の派遣
があり、その指示のもとタブレット端末に解答音声を録
音する方式で行われました。「話すこと」に関する学習の
定着度を確認する機会となります。結果は 4月以降 
に通知されます。 

◇東京都中学校書写研究会主催 第６５回 東京都中学校書き初め紙上展 

＜東京都教育委員会賞＞ 小松 詩（３年） 

＜準特選＞       河田 結羽（３年） 

◇第３４回明日の TOKYO作文コンクール 

   ＜佳作＞   林 亜蘭（２年） 

◇令和７年度人権作文コンテスト 

＜東京都大会奨励賞＞ 臧 佳純（１年）   

＜三鷹委員賞（優良賞）＞ 村山 晃大（１年）  

◇一般社団法人 情報オリンピック日本委員会主催  日本情報オリンピック 

＜敢闘賞＞ 納野 麻衣子（３年） ※    

 

【バドミントン部】 

三鷹市ジュニア・バドミ

ントン大会 団体戦 

女子団体 A ３位 

 


